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〈内容〉著者等は南伊豆地方の肺吸虫症の疫学的
調査の一環として，野獣〈タヌキ，イタチ，イノシ
γ等〉の調査をも行った所，タヌキの一例に於いて
肺臓に成熟した 2成虫を容する虫結節を認め，虫体 
の内部構造，皮椋，虫卵等及び肺臓の病理組織学的
所見を精査し，之れが大平肺吸虫感染によるもので
あることが解った。タヌキの大平肺唆虫自然感染例 
は未だ報告がないので，従来の自然終宿主として報
告された諸動物に新にタヌキを追加する。猶この地
方のベシケイガニに於ける大平肺吸虫メタセルカリ
ヤの寄生率も特定の地域に於いては可成り高率に発
見されたので，之等の諸成績を併せ報告したい。 
6. アミノ化合物のアセチル化
児玉豊一(医 化〉
アミノ安息香酸とその誘導体のうちハト肝ホモゲ
ネートにより，アセチル化されるのは p-アミノ安息
香酸と p-アミノベンツオイル・グリシシ及びアスバ
ラギシとであり，同アスパラギシ直金， グノレタミシE愛
は然らず，また，スルブアミシはアセチル化され， 
p-アミノベンゼンスルフオン酸は然らず。なお， 0 
及び m-アミノ安息香酸系のものはアセチル化きれ
ない。肝にてアセチル化されうる化合物の合成アセ
チル体は腎酵素液により水解される。他方，諸種ア
ミノ化合物をウサギに静注すると血中の濃度の対数
値は直線的に減少しこれから師胞外液量は体重の
16--21%と算出された。ウサギ生体内でアセチル化
される化合物はハト肝試験でアセチル化陽性のもの
であった。ただ m-アミノ馬尿酸が生体試験ではア
セチル化された。これは肝以外にてアセチノレ化反応
が行われることを示す。
7. 神経電図 Elec~roneurogram にヲいて
本間三郎，加濃正明(第 1生理〉
筋電図は微少電極を筋に挿スすることによって， 
筋細胞の 1個乃至数個のもの L活動電位を導出記録
することである。主として横筋筋が研究され臨床上
応用されている。その際には随意運動によって活動
電位を発生せしめているから，筋電図は運動単位の
活動様式を知ることができる。しかし筋電図はあぐ
までも筋の活動電位の記録であるから，中枢神経系
から筋までの末柏、神経自体の活動電位を記録できる
ならば，更に研究の新分野を見出し得るであろう。
電子管技術の進歩は数年前より人体末梢神経活動電
位の記録をも可能ならしめた。これを神経電図と呼
ぶことにする。
従来の筋電図と同時に神経電図を記録し，正常日 
本人に就いて・イユ/パルス伝導速度を計測してみた。
8. 高度の搭酸球増多を呈せ答 2fj，担
有益忍，鈴木周一〈君津病院〉
-家族性好酸球増多症及び好酸球性白血病反応と考
えられる 2例を報告する。
症例1. 8才合 金恩不振を主訴として来院栄
養状態梢々不良，顔色稽々蒼白のほか特別な所見な
く，検査所見で，血沈促進，血液像は表の如く，白
血球及び好酸球の著明な増多を示した。家族の血液
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所見は表の如くで 1年 3カ月の弟以外は何れも好酸 
球の増多を示した。之が原因と思われる疾病もな
く，唯患、児には鈎虫卵及び姻虫卵を見出した。患児
は好酸球増多の家族性の基盤に寄生虫擢患により，
特に異常の好酸球増多を呈したものと思う。
症例r.10年 8カ月合 主訴 発熱，腹部膨 
隆，ー 来院 10日位前より熱発 (380'-'390) 持続し， 2 
~3 日腹部の膨隆に気付く，肝，牌三横指，淋巴腺
腫脹〈ー )，出血傾向〈ー )， Hb 59%，Rote 350万，
Weisse 19，000，好酸球 82.59る(前骨髄球3%，樗核
球 25%，分節核球54.5%)，骨髄像は好酸球46.25%
(前骨髄球0.5%，骨髄球 5%，後骨髄球 6.5%，梓核
球 3.25%，分節核球 31.0%)を示した。血沈 10 120， 
寄生虫卵〈ー)，従来剖検所見なくして，著明な好酸
球増多を伴う白血球増多症，肝，牌の腫犬及び淋巴
腺腫脹等の臨床所見から好酸球白血病の診断を下し
ているが，本患児の場合は好酸球白血病とするには
猶経過の観察及び検査に待たねばならないが，現在
